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１．経営成績・財政状態に関する分析

 当連結会計年度より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）等を適用し、

「当期純利益」を「親会社株主に帰属する当期純利益」としております。

（１）経営成績に関する分析

①当期の経営成績 

 当連結会計年度におけるわが国経済は、政府および日銀の政策等により、企業収益、雇用環境、所得環境の改善

と緩やかな回復基調が見られるものの、中国経済の減速等の影響により、企業収益への悪影響が懸念され、景気は

先行き不透明感の強い状況が続いております。 

 当業界におきましても、原油価格の低下でコスト負担が緩和したものの、全国的に暖冬が続いたことで、食品関

連・衣料品関連の個人消費の回復と物価の上昇に遅れが見られており、経営環境は厳しい状況が続いております。 

 こうした中、当企業グループの当連結会計年度は、営業収益952億４百万円（前年同期比3.6％増）、営業利益81

億８百万円（同20.5％増）、経常利益83億22百万円（同18.6％増）、親会社株主に帰属する当期純利益は47億26百

万円（同21.5％増）となりました。 

 各セグメント別の営業状況は、次のとおりであります。 

(営業収益につきましては、セグメント間の内部売上高又は振替高を含んでおりません) 

 

（物流センター事業） 

 当連結会計年度の営業収益は、469億79百万円(前年同期比7.3％増)、営業利益は53億16百万円(同13.8％増)とな

りました。

 増収増益の主な要因につきましては、物流センター運営の充実と前連結会計年度に新規稼働したセンターが順次

業績に寄与したことによるものであります。

 新規受託の概況におきましては、14社の物流を受託しております。また稼働状況におきましては、前期受託した

３社を含めた17社のうち16社稼働しております。残りの１社におきましては、平成28年５月以降の稼働を目指し準

備を進めてまいります。

 物流センターの総数は、87センターとなりました。 

引続き日々収支、全員参加、コミュニケーションを徹底して行い、収支改善に向け取組んでまいります。

 

（貨物自動車運送事業） 

 当連結会計年度の営業収益は、482億24百万円(前年同期比0.1％増)、営業利益27億89百万円(同35.7％増)となり

ました。 

 営業収益につきましては、前年同期比70百万円増加いたしました。物量減少の影響はあったものの、運賃交渉に

よる単価上昇及び新規荷主の獲得、連結子会社の増加により営業収益は増加しております。 

 営業利益につきましては、前年同期比７億33百万円増加いたしました。これは主に、燃料価格の下落に伴い、燃

料費用が６億95百万円減少したこと、連結子会社の増加、運賃交渉による単価上昇及び新規荷主の獲得等により増

加しております。 

 今後も引続き、営業収益増加に向けた取組みをすると共に、同業他社との共同輸送や、施設の共同利用といった

取組みを推進し、収益性の向上を図ってまいります。 

 

②次期の見通し

 平成29年３月期の業績見通しといたしましては、連結営業収益1,010億円（前年同期比6.1％増）、連結営業利益

88億円（同8.5％増）、連結経常利益は90億円（同8.1％増）、親会社株主に帰属する当期純利益は50億円（同

5.8％増）を見込んでおります。

 通期見通しにおける軽油単価につきましては、最近の情勢をもとに計算しております。なお、軽油単価の変動に

よる影響につきましては、１リットル当たりの単価１円の変動により、年間31百万円の影響となります。

 

（２）財政状態に関する分析

①資産、負債及び純資産の状況

 当企業グループの当連結会計年度末の総資産は、前連結会計年度末比116億11百万円増加し、1,059億52百万円と

なりました。これは主に、現金及び預金が24億27百万円減少し、受取手形及び売掛金が６億34百万円増加した事に

より流動資産が13億12百万円減少したことと、新たに連結子会社の増加と設備投資等により固定資産が129億23百

万円増加したことによるものであります。 

 負債につきましては、前連結会計年度末比18億70百万円増加し、580億67百万円となりました。これは主に、新

たに連結子会社と短期借入金の増加等により流動負債が11億60百万円、固定負債が７億10百万円それぞれ増加した

ことによるものであります。 
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 純資産につきましては、前連結会計年度末比97億41百万円増加し、478億85百万円となりました。これは主に、

親会社株主に帰属する当期純利益47億26百万円の計上と、新株式発行及び株式売出しにより資本金及び資本剰余金

50億４百万円の増加、剰余金の配当による減少４億21百万円によるものであります。この結果、自己資本比率は、

前連結会計年度末の35.1％から39.9％へと増加しております。 

 

②キャッシュ・フローの状況 

 当連結会計年度における現金及び現金同等物（以下資金という）は、前連結会計年度末より24億55百万円減少し

46億71百万円になりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

 営業活動によるキャッシュ・フローは、77億91百万円の資金獲得となりました。これは主に税金等調整前当期純

利益82億29百万円、減価償却費38億20百万円がそれぞれ増加し、未払消費税等の増減額10億25百万円、法人税等の

支払額29億80百万円がそれぞれ減少したことによるものであります。これにより営業活動によるキャッシュ・フロ

ーは、前連結会計年度に比べ23億35百万円資金獲得が減少しております

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

 投資活動によるキャッシュ・フローは、133億41百万円の資金使用となりました。これは主に有形及び無形固定

資産の取得による支出132億76百万円の資金使用によるものであります。これにより投資活動によるキャッシュ・

フローは、前連結会計年度に比べ87億79百万円資金使用が増加しております。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

 財務活動によるキャッシュ・フローは、30億94百万円の資金獲得となりました。これは主に株式の発行による収

入49億76百万円、長期借入による収入34億90百万円の増加と、長期借入金の返済による支出34億26百万円、リース

債務の返済による支出16億21百万円がそれぞれ減少したことによるものであります。これにより財務活動によるキ

ャッシュ・フローは、前連結会計年度に比べ65億22百万円資金獲得が増加しております。

（参考）キャッシュ・フロー関連指標の推移

  平成24年3月期 平成25年3月期 平成26年3月期 平成27年3月期 平成28年3月期

自己資本比率 28.4 31.0 33.0 35.1 39.9

時価ベースの自己資本比率 28.2 37.5 26.0 37.1 34.9

キャッシュ・フロー対有利子

負債比率
5.9 6.9 5.9 3.6 4.8

インタレスト・ガバレッジ・

レシオ
15.5 14.5 19.9 37.3 30.6

 （注）自己資本比率：自己資本/総資産

    時価ベースの自己資本比率：株式時価総額/総資産

    キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債/キャッシュ・フロー

    インタレスト・ガバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー/利払い

  1．各指標は、いずれも連結ベースの財務数値により算出しております。

  2．株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数（自己株式控除後）により算出しております。

  3．キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを利用しております。

  4．営業キャッシュ・フローは、連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フローを使用してお

    ります。有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象とし

    ております。また、利払いにつきましては連結キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を使用しております。

 

（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

 当社は、株主の皆様に対する利益還元を経営の重要な課題と位置付けており、株主資本の充実と経営基盤の確立

に努めつつ、安定的な配当を行う方針であります。内部留保資金につきましては、今後の物流センター等の設備資

金に充当し、更なる事業の拡大に役立ててまいりたいと考えております。

 当期末配当金につきましては、1株につき15円を予定しております。なお、中間配当金12.5円を含めた年間配当

金は27.5円を予定しております。

 また、次期につきましては、１株当たり中間配当金20円、期末配当金20円の年40円を予定しております。
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（４）事業等のリスク

 連結財務諸表等に影響を及ぼす可能性のあるリスクは、決算短信提出日現在において、次のようなものがありま

す。

 ① １年更新の物流契約による影響 

 契約期間が１年で、「双方異議申し出がない場合は、更に１年自動延長するものとする」となっている契約が多

くあります。したがって、契約解消リスクが１年更新時ごとに存在しており、業績と財務状態に影響を及ぼす可能

性があります。このリスク管理として、「一取引先の営業収益は全体の10％以内に分散し、影響を軽微なものにす

る」ことを基本としており、現在、営業収益における割合が10％以上を占める大口のお取引先様は一つもありませ

ん。また、取引中止があってはならないよう「信頼される物流体制の維持・向上」に努力しております。 

 

 ② 特有の法的規制違反による影響 

 過積載等の違反を犯した場合、累積件数により貨物自動車運送事業法による車輌停止・事業の停止、許可の取消

処分等の罰則を受ける場合があります。事業停止を受けた場合は業績に大きく影響を及ぼします。これらの管理と

して安全衛生委員会等の会議を毎月開催し、指導徹底を図っております。 

 

 ③ 災害等による影響 

 物流センター等の営業拠点は東海地区に点在しております。万一、東海地震の発生がありますとお取引様はもと

より業績にも多大な影響が見込まれます。東海地震に限りませんが自然災害等による被害の影響を最小限に抑える

べく、設備等の耐震性対策、ネットワーク構築、車輌出動態勢、緊急連絡網等の予防策を講じております。 

 

 ④ 原油価格の変動 

 営業用車輌の燃料として軽油を使用しておりますが、原油価格・為替レートの変動により軽油の購入価格が変動

いたします。 

 

 ⑤ 金利の変動 

 営業拠点の新設や車輌の代替のために、継続的な設備投資を行っています。有利子負債の削減には努めておりま

すが、運転資金及び設備資金は主に金融機関からの借入によっております。借入の金利固定化を進めております

が、変動金利にて調達している資金については、金利変動の影響を受けます。また、金利の変動により、将来の資

金調達コストが影響を受ける可能性があります。 

 

 ⑥ システムダウンによる影響 

 当企業グループでは、センター業務、運送管理等をシステムにて管理しております。災害やコンピューターウイ

ルス等によりシステムがダウンまたは破壊された場合、業務に多大な被害を受ける可能性があります。被害を防

御、および最小限に抑えるべく、ウイルス対策やデータのバックアップ等の予防策を講じております。 

 

 ⑦ 情報漏洩による影響 

 当企業グループでは、物流業務受注に際し、お取引先様の情報を取り扱っております。情報の漏洩やデータ損失

の事態が生じた場合、損害賠償請求等により業績に影響受ける可能性があります。コンプライアンスや情報管理の

徹底を社内教育により図っております。 
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２．企業集団の状況

 当企業グループは、当社及び子会社20社で構成され、物流センター事業をコアとする３ＰＬ物流と貨物自動車運送

事業を主な業務とし、それぞれグループ内において相互に連携を図り、事業活動を展開しております。

 当企業グループの事業に係る位置づけ及び事業の種類別セグメントの連携は次のとおりであります。

セグメント 会社 

物流センター事業 
株式会社ハマキョウレックス（当社） 

貨物自動車運送事業 

物流センター事業 株式会社スーパーレックス 株式会社ジェイビーエス 

貨物自動車運送事業 

近物レックス株式会社 高塚運送株式会社 東海乳菓運輸株式会社 都運輸株式会社 

三重近物通運株式会社 茨城県貨物自動車運送株式会社 松本運送株式会社 大浜運輸

株式会社 浜松興運株式会社 株式会社ロジ・レックス 株式会社ジェイ・トランス 

千葉三港運輸株式会社 

物流センター事業 ※ 株式会社SRX 

海外物流センター事業 ※ 
上海浜神服飾整理有限公司 HAMAKYOREX CO., LTD.（バングラデシュ現地法人） 

濱協物流通（香港）有限公司 北京超龍時代物流有限公司 

その他事業 ※ 浜協サービス株式会社 

※非連結子会社 
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 事業の系統図は次のとおりであります。 

（平成28年３月31日付） 
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３．経営方針

（１）会社の経営の基本方針

【経営理念】

 当社は、「心」を経営の基本理念としております。

「物」に携わる者として、「人と接するときは、心を込めて」・「仕事をするときは、初心を忘れず前向きに」・

「物を扱うときは、心を込めて丁寧に」・「物を運ぶときは、心を込めて安全に」・「如何なるときにも感謝の心

を大切に」を基本テーマに取組んでおります。

【経営方針】

 物流の役割は駅伝でいえば最終ランナー、地味ではあるが信頼された重要な存在。当企業グループは信頼に応え

て効率的な事業活動の展開と継続的で質の高い成長を図り、お客様第一、品質第一を基本に、企業としての社会的

責任を果たしてまいります。また、短期的な収益にとらわれず、長期的な視点に立った経営を行い、３ＰＬ物流に

おける質的内容の日本一を目指します。

 

（２）目標とする経営指標

 当企業グループは、株主持分単位当たりの成長性及び収益体質の強化を重視する観点から、１株当たり当期純利

益（ＥＰＳ）及び営業収益経常利益率を経営指標としており、自己資本当期純利益率（ＲＯＥ）10％以上を継続的

に達成することを目指してまいります。平成28年３月までの具体的な目標値は、次のとおりであります。

 なお、具体的な取組みにつきましては、「(4)会社の対処すべき課題」に記載のとおりであります。

 

経営目標
25年３月期

実   績

26年３月期

実   績

27年３月期

実   績

28年３月期

実   績

29年３月期

計   画

1.1株当たり当期純利益（EPS）（円） 185.62 183.55 232.91 257.79 263.08 

2.営業収益経常利益率（％） 6.7 6.7 7.6 8.7 8.9 

※１株当たり当期純利益は、１株当たり当期純利益に関する会計基準に基づいて算出しております。

※当社は、平成27年９月１日付で株式１株につき、２株の株式分割を行っております。平成25年３月期の期首に当

該株式分割が行われたと仮定して１株当たり当期純利益を算定しております。

 

（３）中長期的な会社の経営戦略

①既存路線を軸とした事業展開

 物流センター（３ＰＬ）事業を成長ドライバーとした拡大戦略をとってまいります。

 お客様とのコミュニケーションを重視し、提案型物流企業を目指してまいります。

②３つのキーワードを中心とした取組みの継続

 当社が重要視している、「日々収支」、「全員参加」、「コミュニケーション」の３つのキーワードを徹底し、

更なる高みを目指し挑戦してまいります。

③物流センター（３ＰＬ）事業とグループ会社間の融合

 各社の既存業務にとらわれず、グループ内のインフラ・ノウハウ・人員を有効活用し、事業展開を図ってまいり

ます。

④新規顧客獲得に向けた取組み

 既存の組織・職務・各グループ会社にとらわれず、グループ全体での新規顧客獲得にむけた営業を行ってまいり

ます。

⑤海外展開について

 海外への進出につきましては、日本国内の顧客への満足度向上のためニーズに応じた海外展開を図ってまいりま

す。

 

（４）会社の対処すべき課題

① 収益体質の強化

 収支日計の取組み強化や、より効率的なシステム提案等によって既存センターの効率アップを図るとともに、セ

ンター立上時の初期コスト低減および早期安定稼働を図るため、各支社・管理部を含めた全社を挙げたサポート強

化を図ってまいります。また、グループ間の更なる情報共有化を進め、業務品質の向上、グループ間取引の拡大、

インフラの有効活用によるシナジー効果を強めてまいります。

② 顧客満足度及び物流品質の向上

 全員参加による顧客訪問の徹底や組織変更等により、お客様とのコミュニケーションをより強化してまいりま

す。小ロット翌日午前配送や在庫を持たないスルー型物流等、時代の変化とともにお客様のニーズも変化しており

ます。この変化するニーズを的確にとらえ、スピード感のある問題解決型の提案をし、お客様へ“気付き”をご提
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供できるよう努力してまいります。また、クレーム発生の日々管理を組織的に行い、グループ全体の知恵を結集し

て、迅速な対応、物流品質の向上を目指します。

③ 新規顧客の開拓

 営業推進担当を中心に、より積極的な新規営業を実施してまいります。その取組みとして、新たに外部協力会社

を発掘し、新規顧客の開拓をしてまいります。また、グループ間での情報交換を組織的に行い、グループ全体での

共同営業活動を実施し、グループ全体での収益確保に向け取組んでまいります。目標として、毎期15社以上の新規

受託を目指します。

④ 人材の確保と育成

 従来どおり、ＯＪＴを中心とした人材育成を行ってまいります。グループ全体を対象とする社内研修「大須賀

塾」の継続、センター長試験の充実、更には中途採用枠の積極設定により、次代を担う人材の確保と育成に努めて

まいります。また、人材派遣の自社雇用化を促進し、より生産性の高い体質を構築してまいります。

⑤ 管理体制の充実・強化

 日々管理を再度周知徹底するとともに、各支社・管理部が管轄にとらわれることなく相互に連携し、多角的にサ

ポート・管理監督を行ってまいります。また、不正経理の再発防止のため、更なる管理強化、内部統制・コンプラ

イアンスの遵守を徹底し、健全な企業体質を構築してまいります。

⑥ 環境問題への取組み

 地球温暖化防止の取組みといたしましては、事業用車輌の排出ガス削減のため、車輌の積載効率の向上による使

用車輌数の削減を図るとともに、車輌の点検整備を強化いたします。また、環境配慮車輛の導入を促進し、排出ガ

スの削減に取組んでまいります。

 

（５）その他、会社の経営上重要な事項

 該当事項はありません。

 

４．会計基準の選択に関する基本的な考え方

 当企業グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、当面は日本基準で連結財務諸

表を作成する方針でおります。なお、IFRSの適用については、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応していく方針で

おります。
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５．連結財務諸表

（１）連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

  前連結会計年度 
(平成27年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成28年３月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 7,456 5,028 

受取手形及び売掛金 12,272 12,907 

商品 2 2 

貯蔵品 89 90 

繰延税金資産 470 493 

その他 1,109 1,567 

貸倒引当金 △29 △31 

流動資産合計 21,371 20,059 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 49,603 59,290 

減価償却累計額 △27,849 △29,735 

建物及び構築物（純額） 21,754 29,554 

機械及び装置 2,092 4,541 

減価償却累計額 △1,053 △1,534 

機械及び装置（純額） 1,038 3,007 

車両運搬具 8,424 7,988 

減価償却累計額 △8,184 △7,559 

車両運搬具（純額） 240 429 

土地 35,823 39,537 

リース資産 9,131 10,105 

減価償却累計額 △3,305 △3,748 

リース資産（純額） 5,825 6,356 

建設仮勘定 1,785 406 

その他 2,170 2,216 

減価償却累計額 △1,866 △1,886 

その他（純額） 303 329 

有形固定資産合計 66,770 79,620 

無形固定資産 2,007 1,944 

投資その他の資産    

投資有価証券 1,305 1,206 

長期貸付金 11 8 

長期前払費用 69 117 

敷金及び保証金 1,953 2,064 

繰延税金資産 434 525 

その他 488 484 

貸倒引当金 △70 △78 

投資その他の資産合計 4,191 4,328 

固定資産合計 72,969 85,893 

資産合計 94,341 105,952 
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    （単位：百万円） 

  前連結会計年度 
(平成27年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成28年３月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 5,783 5,812 

短期借入金 19,274 20,650 

リース債務 1,456 1,577 

未払法人税等 1,704 1,663 

未払消費税等 1,541 365 

賞与引当金 719 785 

役員賞与引当金 54 40 

厚生年金基金解散損失引当金 - 6 

その他 3,242 4,034 

流動負債合計 33,777 34,937 

固定負債    

長期借入金 10,510 10,308 

リース債務 4,724 5,197 

繰延税金負債 588 489 

退職給付に係る負債 5,423 5,694 

役員退職慰労引当金 508 - 

厚生年金基金解散損失引当金 - 27 

その他 664 1,412 

固定負債合計 22,419 23,129 

負債合計 56,197 58,067 

純資産の部    

株主資本    

資本金 4,045 6,547 

資本剰余金 3,951 6,466 

利益剰余金 25,101 29,406 

自己株式 △9 △9 

株主資本合計 33,089 42,411 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 226 178 

退職給付に係る調整累計額 △199 △298 

その他の包括利益累計額合計 27 △120 

非支配株主持分 5,027 5,594 

純資産合計 38,144 47,885 

負債純資産合計 94,341 105,952 
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（２）連結損益及び包括利益計算書

    （単位：百万円） 

 
 前連結会計年度 

(自 平成26年４月１日 
 至 平成27年３月31日) 

 当連結会計年度 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成28年３月31日) 

営業収益 91,924 95,204 

営業原価 83,201 85,021 

営業総利益 8,722 10,182 

販売費及び一般管理費    

貸倒引当金繰入額 32 11 

役員報酬 402 487 

給料及び手当 456 448 

賞与引当金繰入額 47 45 

役員賞与引当金繰入額 57 44 

退職給付費用 34 20 

役員退職慰労引当金繰入額 51 6 

租税公課 155 255 

その他 752 754 

販売費及び一般管理費合計 1,992 2,074 

営業利益 6,730 8,108 

営業外収益    

受取利息 1 1 

受取配当金 26 31 

受取賃貸料 84 85 

受取手数料 57 53 

固定資産売却益 147 174 

負ののれん償却額 111 - 

助成金収入 20 52 

売電収入 224 290 

雑収入 130 109 

営業外収益合計 805 799 

営業外費用    

支払利息 271 254 

固定資産除売却損 30 18 

売電原価 151 209 

雑損失 63 101 

営業外費用合計 516 584 

経常利益 7,019 8,322 

特別利益    

資産除去債務戻入益 - 39 

特別利益合計 - 39 
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    （単位：百万円） 

 
 前連結会計年度 

(自 平成26年４月１日 
 至 平成27年３月31日) 

 当連結会計年度 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成28年３月31日) 

特別損失    

固定資産除却損 - 15 

減損損失 - 4 

投資有価証券評価損 14 1 

損害賠償金 16 - 

物流センター移転閉鎖損失 - 78 

厚生年金基金解散損失引当金繰入額 - 34 

特別損失合計 30 133 

税金等調整前当期純利益 6,988 8,229 

法人税、住民税及び事業税 2,711 2,821 

法人税等還付税額 △7 - 

法人税等調整額 △180 △52 

法人税等合計 2,524 2,768 

当期純利益 4,464 5,460 

（内訳）    

親会社株主に帰属する当期純利益 3,890 4,726 

非支配株主に帰属する当期純利益 573 733 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 127 △60 

退職給付に係る調整額 74 △126 

その他の包括利益合計 201 △186 

包括利益 4,665 5,273 

（内訳）    

親会社株主に係る包括利益 4,071 4,578 

非支配株主に係る包括利益 594 694 
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自 平成26年４月１日 至 平成27年３月31日）

          （単位：百万円） 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 4,045 3,951 21,577 △8 29,565 

会計方針の変更による累積的影
響額     △7   △7 

会計方針の変更を反映した当期首
残高 

4,045 3,951 21,570 △8 29,558 

当期変動額           

新株の発行           

非支配株主との取引に係る親会
社の持分変動           

剰余金の配当     △359   △359 

親会社株主に帰属する当期純利
益     3,890   3,890 

自己株式の取得       △0 △0 

株主資本以外の項目の当期変動
額（純額）           

当期変動額合計 － － 3,531 △0 3,531 

当期末残高 4,045 3,951 25,101 △9 33,089 

 

           

  その他の包括利益累計額 

非支配株主持分 純資産合計 
  

その他有価証券評
価差額金 

退職給付に係る調
整累計額 

その他の包括利益
累計額合計 

当期首残高 106 △259 △153 4,550 33,962 

会計方針の変更による累積的影
響額       △6 △14 

会計方針の変更を反映した当期首
残高 

106 △259 △153 4,543 33,948 

当期変動額           

新株の発行           

非支配株主との取引に係る親会
社の持分変動           

剰余金の配当         △359 

親会社株主に帰属する当期純利
益         3,890 

自己株式の取得         △0 

株主資本以外の項目の当期変動
額（純額） 

120 59 180 483 664 

当期変動額合計 120 59 180 483 4,195 

当期末残高 226 △199 27 5,027 38,144 
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当連結会計年度（自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日）

          （単位：百万円） 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 4,045 3,951 25,101 △9 33,089 

会計方針の変更による累積的影
響額           

会計方針の変更を反映した当期首
残高 

4,045 3,951 25,101 △9 33,089 

当期変動額           

新株の発行 2,502 2,502     5,004 

非支配株主との取引に係る親会
社の持分変動   12     12 

剰余金の配当     △421   △421 

親会社株主に帰属する当期純利
益     4,726   4,726 

自己株式の取得       △0 △0 

株主資本以外の項目の当期変動
額（純額）           

当期変動額合計 2,502 2,515 4,305 △0 9,322 

当期末残高 6,547 6,466 29,406 △9 42,411 

 

           

  その他の包括利益累計額 

非支配株主持分 純資産合計 
  

その他有価証券評
価差額金 

退職給付に係る調
整累計額 

その他の包括利益
累計額合計 

当期首残高 226 △199 27 5,027 38,144 

会計方針の変更による累積的影
響額           

会計方針の変更を反映した当期首
残高 226 △199 27 5,027 38,144 

当期変動額           

新株の発行         5,004 

非支配株主との取引に係る親会
社の持分変動         12 

剰余金の配当         △421 

親会社株主に帰属する当期純利
益         4,726 

自己株式の取得         △0 

株主資本以外の項目の当期変動
額（純額） △48 △99 △147 566 419 

当期変動額合計 △48 △99 △147 566 9,741 

当期末残高 178 △298 △120 5,594 47,885 
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
 前連結会計年度 

(自 平成26年４月１日 
 至 平成27年３月31日) 

 当連結会計年度 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成28年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    
税金等調整前当期純利益 6,988 8,229 
減価償却費 3,442 3,820 
負ののれん償却額 △111 - 
貸倒引当金の増減額（△は減少） 25 9 
賞与引当金の増減額（△は減少） 107 45 
役員賞与引当金の増減額（△は減少） 12 △14 
退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 99 88 
役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 47 △506 
厚生年金基金解散損失引当金の増減額（△は減
少） 

- 34 

受取利息及び受取配当金 △28 △32 
支払利息 271 254 
固定資産除売却損 30 33 
投資有価証券評価損益（△は益） 14 1 
売上債権の増減額（△は増加） △393 △516 
仕入債務の増減額（△は減少） △187 △94 
未払消費税等の増減額（△は減少） 1,436 △1,025 
未収消費税等の増減額（△は増加） - △415 
損害賠償損失 16 - 
その他の資産・負債の増減額 327 1,211 
その他 △136 △123 

小計 11,961 11,000 
利息及び配当金の受取額 28 33 
利息の支払額 △269 △251 
損害賠償金の支払額 △24 △17 
消費税等の還付額 52 - 
法人税等の支払額 △2,069 △2,980 
法人税等の還付額 448 6 

営業活動によるキャッシュ・フロー 10,126 7,791 
投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 △529 △989 
定期預金の払戻による収入 553 973 
有形固定資産の取得による支出 △4,403 △13,096 
有形固定資産の売却による収入 187 178 
無形固定資産の取得による支出 △130 △180 
投資有価証券の取得による支出 △0 △0 
敷金の差入による支出 △268 △250 
敷金の回収による収入 75 181 
貸付けによる支出 △30 △19 
連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
支出 

－ △69 

その他 △16 △69 

投資活動によるキャッシュ・フロー △4,561 △13,341 
財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） △140 215 
長期借入れによる収入 2,779 3,490 
長期借入金の返済による支出 △3,964 △3,426 
株式の発行による収入 － 4,976 
自己株式の純増減額（△は増加） △0 △1 
配当金の支払額 △359 △421 
非支配株主への配当金の支払額 △110 △114 
リース債務の返済による支出 △1,630 △1,621 
その他 △1 △1 

財務活動によるキャッシュ・フロー △3,428 3,094 
現金及び現金同等物に係る換算差額 － － 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,136 △2,455 

現金及び現金同等物の期首残高 4,990 7,126 

現金及び現金同等物の期末残高 7,126 4,671 
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用） 

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」

という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等

会計基準」という。）等を当連結会計年度から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変

動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上す

る方法に変更しております。また、当連結会計年度の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処

理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する連結会計年度の連結財務諸表に反映させる方法

に変更しております。加えて、当期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更

を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前連結会計年度については、連結財務諸表の組替えを行

っております。 

 企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58―２項(4)、連結会計基準第44―５項(4)及び事

業分離等会計基準57―４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、当連結会計年度の期首時点から将来にわた

って適用しております。 

 なお、当連結会計年度において、連結財務諸表に与える影響は軽微であります。 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

１ 報告セグメントの概要 

 当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が経

営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

 当社は、物流センター運営及び貨物輸送のサービスを提供しており、サービス別に包括的な戦略を立案

し、事業活動を展開しております。また、実際のサービスは、それぞれ担当する各センター・子会社を通

じて提供しておりますが、同一のサービスを提供するセンター・子会社の経済的特徴は概ね類似しており

ます。したがって、当社は、各センター・子会社を集約したサービス別のセグメントから構成されてお

り、「物流センター事業」及び「貨物自動車運送事業」の２つを報告セグメントとしております。 

 「物流センター事業」は、センター運営及びセンター配送を行っております。また、「貨物自動車運送

事業」は、一般貨物運送、特別積み合わせ貨物運送を行っております。 

 

２ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法 

 報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事

項」における記載と概ね同一であります。 

 報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。セグメント間の内部収益及び振替高は市

場実勢価格に基づいております。 

 

（企業結合に関する会計基準等の適用） 

 「会計方針の変更」に記載のとおり、当連結会計年度から「企業結合に関する会計基準」等を適用し、

支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動による差額を資本剰余金として計上するととも

に、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更しております。また、当連結

会計年度の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の

見直しを企業結合日の属する連結会計年度の連結財務諸表に反映させる方法に変更しております。 

 これによる損益に与える影響は軽微であります。 
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３ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報 

 前連結会計年度（自 平成26年４月１日 至 平成27年３月31日）

        （単位：百万円） 

  報告セグメント 

調整額 
連結財務諸表 

計上額 
 

物流センター 
事業 

貨物自動車 
運送事業 

合計 

営業収益          

外部顧客への営業収益 43,770 48,153 91,924 － 91,924 

セグメント間の内部売上高又は振替高 424 1,625 2,049 △2,049 － 

計 44,194 49,778 93,973 △2,049 91,924 

セグメント利益 4,670 2,055 6,726 4 6,730 

セグメント資産 34,904 52,550 87,455 6,885 94,341 

セグメント負債 7,303 43,980 51,283 4,913 56,197 

その他の項目          

減価償却費 1,347 1,932 3,279 11 3,291 

のれん償却費 11 2 14 － 14 

有形固定資産及び無形固定資産の増加

額 
4,319 1,689 6,009 1,059 7,068 

注１ 営業収益及びセグメント利益に記載の調整額は、全てセグメント間取引消去によるものであります。 

注２ セグメント資産及びセグメント負債における調整額は、全て全社資産によるものであります。なお、全社資産

は、主に報告セグメントに帰属しない現金及び預金、本社建物等であります。 

 

 当連結会計年度（自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日） 

        （単位：百万円） 

  報告セグメント 

調整額
連結財務諸表

計上額
 

物流センター 
事業 

貨物自動車
運送事業

合計

営業収益          

外部顧客への営業収益 46,979 48,224 95,204 － 95,204

セグメント間の内部売上高又は振替高 329 1,588 1,917 △1,917 － 

計 47,309 49,812 97,121 △1,917 95,204 

セグメント利益 5,316 2,789 8,105 2 8,108 

セグメント資産 43,458 55,306 98,765 7,187 105,952 

セグメント負債 9,643 44,084 53,728 4,339 58,067

その他の項目          

減価償却費 1,556 1,980 3,537 10 3,547 

のれん償却費 11 3 14 － 14 

有形固定資産及び無形固定資産の増加

額 
11,756 3,958 15,714 983 16,698

注１ 営業収益及びセグメント利益に記載の調整額は、全てセグメント間取引消去によるものであります。 

注２ セグメント資産及びセグメント負債における調整額は、全て全社資産によるものであります。なお、全社資産

は、主に報告セグメントに帰属しない現金及び預金、本社建物等であります。 
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（１株当たり情報）

 
前連結会計年度 

（自 平成26年４月１日 
至 平成27年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成27年４月１日 
至 平成28年３月31日） 

１株当たり純資産額 1,982円35銭 2,225円18銭 

１株当たり当期純利益金額 232円91銭 257円79銭 

 

(注) １．１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下の通りであります。 

項目 
前連結会計年度 

（自 平成26年４月１日 
至 平成27年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成27年４月１日 
至 平成28年３月31日） 

１株当たり当期純利益金額    

親会社株主に帰属する当期純利益（百万円） 3,890 4,726 

普通株主に帰属しない金額（百万円） － － 

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利益

（百万円） 
3,890 4,726 

普通株式の期中平均株式数（株） 16,705,918 18,334,650 

 

   ２．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下の通りであります。 

項目 
前連結会計年度 

（平成27年３月31日） 
当連結会計年度 

（平成28年３月31日） 

純資産の部の合計額（百万円） 38,144 47,885 

純資産の部の合計額から控除する金額（百万円） 5,027 5,594 

（うち非支配株主持分） (5,027) (5,594) 

普通株式に係る期末の純資産額（百万円） 33,116 42,291 

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の普通 

株式の数（株） 
16,705,814 19,005,688 

 

   ３．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、新株予約権、新株予約権付社債の発行及び自

己株式方式のストックオプションがないため記載しておりません。 

 

   ４．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する

会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日）、及び「事業分離等に関する会計基準」（企

業会計基準第７号平成25年９月13日）等を適用し、当連結会計年度より、「当期純利益」を「親会社

株主に帰属する当期純利益」、「少数株主持分」を「非支配株主持分」としております。 

 

   ５．当社は、平成27年９月１日付で株式１株につき、２株の株式分割を行っております。前連結会計年度

の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、１株当たり純資産額、１株当たり当期純利益金額を算

定しております。 

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。 
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６．その他

役員の異動

  １.新任取締役候補

 取締役 奥津 靖雄

 取締役 那須田 貴市

 取締役（社外） 宮川 勇

 (注)奥津 靖雄氏、那須田 貴市氏、宮川 勇氏は、平成28年６月15日に行う定時株主総会での選任予定の候補

者であります。

 

  ２.新任監査役候補

 監査役（社外） 森 猛

 (注)森 猛氏は、平成28年６月15日に行う定時株主総会での選任予定の候補者であります。

 

  ３.退任予定監査役

 監査役（社外） 金原 茂憲

 (注)金原 茂憲氏は、平成28年６月15日の定時株主総会をもって退任予定であります。
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